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コ
ロ
ナ
禍
で
の
自
粛

疲
れ
に
加
え
て
第
５
波

と
言
わ
れ
て
い
る
感
染

拡
大
に
よ
り
日
常
生
活

も
す
っ
か
り
様
変
わ
り

を
し
て
い
る
昨
今
で
す

が
、
大
雨
な
ど
の
自
然
災

害
に
対
し
て
も
十
分
注

意
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

お
知
ら
せ
し
て
い
た

通
り
、
今
回
の
『
風
と
共

に
』
１
０
３
号
よ
り
紙
面

で
の
配
布
を
止
め
、
ｗ
ｅ

ｂ
配
信
に
よ
る
形
に
変

更
し
ま
し
た
の
で
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

昨
年
１
月
の
賀
詞
交
歓

会
以
後
、
懇
親
会
等
が
全

く
開
催
出
来
て
居
り
ま

せ
ん
の
で
、
横
の
繋
が
り

を
深
め
る
事
が
今
暫
く

出
来
ま
せ
ん
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
収
束

状
況
を
見
定
め
つ
つ
来

年
の
賀
詞
交
歓
会
が
開

催
で
き
る
こ
と
を
期
待

致
し
ま
す
。 

 

昨
年
に
引
き
続
き
、
今

年
の
全
ダ
連
総
会
も
一

部
の
理
事
の
み
が
出
席

し
た
社
員
総
会
の
み
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

沖
縄
県
ダ
ク
ト
工
業
会

の
お
披
露
目
も
含
め
た

九
州
総
会
で
あ
っ
た
だ

け
に
、
非
常
に
残
念
で
は 

あ
り
ま
し
た
が
名
古
屋

総
会
と
九
州
総
会
は
数

年
後
に
再
度
開
催
す
る

予
定
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
楽
し
み
に
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

当
組
合
の
総
会
も
昨

年
同
様
に
書
面
決
議
と

な
り
、
令
和
２
年
度
の
決

算
承
認
の
み
と
致
し
ま

し
た
。 

令
和
３
年
度
の
事
業
計

画
と
予
算
に
つ
い
て
は
、

６
月
に
臨
時
総
会
を
開

催
し
発
表
を
行
い
ま
し

た
。 

共
同
購
買
事
業
の
廃
止

と
登
録
業
者
・
協
力
会
員

か
ら
賛
助
会
員
へ
の
変

更
、
並
び
に
委
員
会
活
動

の
刷
新
等
、
大
幅
に
見
直

し
ま
し
た
が
無
事
承
認

頂
け
ま
し
た
事
感
謝
致

し
ま
す
。 

 

一
方
、
建
設
技
能
人
材

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
に
全
ダ

連
が
加
入
す
る
要
件
と

し
て
、
当
組
合
内
に
全
ダ

連
大
阪
支
部
を
新
設
し
、

特
定
技
能
外
国
人
制
度

の
一
切
を
執
り
行
う
事

と
な
り
こ
の
４
月
に
大

阪
支
部
長
を
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。 

こ
れ
は
全
ダ
連
の
事
業

の
一
環
で
す
が
、
当
組
合

の
要
望
に
よ
り
認
可
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
参
加

企
業
は
責
任
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

先
日
の
臨
時
総
会
後

の
賛
助
会
員
に
よ
る        

Ｐ
Ｒ
の
中
で
、
日
本
製
鉄

殿
よ
り
ダ
ク
ト
用
６
巾

コ
イ
ル
の
市
況
に
つ
い

て
の
話
が
有
り
ま
し
た

が
、
国
内
よ
り
圧
倒
的
に

需
要
の
有
る
国
外
を
メ

イ
ン
に
す
る
と
言
う
様

に
も
取
れ
る
内
容
で
し

た
の
で
、
後
日
真
意
を
確

か
め
る
べ
く
お
越
し
頂

き
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
国

内
の
生
産
量
は
落
と
さ

な
い
旨
明
言
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
調
達
に
関
し
て

は
問
題
無
い
と
の
事
で

し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
中
国
と

米
国
の
状
況
、
鉄
鉱
石
の

価
格
上
昇
等
に
伴
う
価

格
の
上
昇
は
六
〇
、
〇
〇

〇
円/

ｔ
ｏ
ｎ
を
上
限
に

推
移
す
る
と
の
事
で
し

た
の
で
、
材
料
が
鉄
素
材

メ
イ
ン
の
ダ
ク
ト
業
界

に
お
い
て
、
原
価
の
高
騰

は
相
当
な
水
準
で
推
移

す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
受

注
単
価
の
値
上
げ
を
一

層
進
め
な
い
と
立
ち
行

か
な
く
な
り
ま
す
。 

こ
の
件
に
関
し
ま
し
て

は
、
理
事
・
青
年
部
会
役

員
を
筆
頭
に
各
得
意
先

へ
の
説
明
・
陳
情
を
終
わ

ら
せ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

は
各
組
合
員
が
横
の
連

携
を
強
化
し
、
適
正
価
格

で
の
交
渉
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。 

一
方
、
８
月
４
日
付
け
の

日
経
新
聞
に
、
日
本
製
鉄

殿
が
過
去
最
高
益
と
の

見
出
し
が
目
を
引
き
ま

し
た
が
こ
れ
に
依
り
単

価
が
下
が
る
訳
で
は
な

く
、
今
後
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据
え

た
設
備
投
資
に
相
当
な

費
用
が
掛
か
る
為
、
ま
だ

ま
だ
値
上
げ
の
要
素
は

有
る
と
考
え
今
後
の
新

規
現
場
の
価
格
交
渉
も

予
断
を
許
さ
な
い
状
況

に
有
る
と
思
い
ま
す
。 

 

今
期
か
ら
の
新
し
い

委
員
会
活
動
の
特
徴
と

し
て
、
分
会
の
新
設
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
従
来
の
活

動
と
は
違
い
相
当
細
分

化
さ
れ
、
ま
さ
に
今
解
決

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

諸
問
題
を
現
役
世
代
が

協
議
す
る
事
で
、
有
意
義

な
活
動
が
で
き
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

今
期
の
事
業
計
画
は
何

度
も
理
事
会
を
開
催
し
、

旧
態
依
然
の
事
業
や
活

動
か
ら
新
時
代
を
見
据

え
更
に
全
面
的
に
見
直

す
事
か
ら
取
り
組
み
ま

し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
だ
っ
た
か
ら

こ
そ
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
が
確

立
で
き
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
や 

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
を

用
い
て
意
見
交
換
や
情

報
共
有
、
更
に
は
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
管
理
も
ア
プ
リ

で
行
う
等
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆

使
し
た
新
し
い
会
合
の

方
法
で
進
め
ま
し
た
。 

 

一
方
、
本
業
の
方
は
と

言
い
ま
す
と
、
大
型
の
新

築
物
件
が
今
後
多
く
稼

働
し
ま
す
が
、
今
現
在
は

そ
の
準
備
段
階
で
我
々

の
乗
り
込
み
は
こ
の
年

末
か
ら
来
年
に
ま
た
が

り
ま
す
の
で
、
こ
の
夏
以

降
も
本
格
的
に
稼
働
す

る
現
場
は
少
な
そ
う
で

す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
の
感
染
状
況
や

変
異
株
の
猛
威
に
対
し
、 

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
早
期

完
了
と
治
療
薬
の
完
成

を
期
待
し
、
一
日
も
早
く

今
ま
で
の
普
通
の
生
活

に
戻
れ
る
日
が
来
る
事

と
、
人
手
不
足
に
悩
ま
な

け
れ
ば
い
け
な
い
程
の

繁
忙
期
が
来
る
こ
と
、
そ

し
て
業
界
関
係
者
一
同

が
平
和
で
健
や
か
に
過

ご
せ
る
事
を

祈
念
し
ま
し

て
、
第
１
０
３

号
の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。 

 

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す 

近
畿
ダ
ク
ト
工
事
業
協
同
組
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理
事
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令
和
三
年
五
月
十
二
日
、

組
合
事
務
所
に
理
事
が

集
ま
り
、
組
合
員
は
リ
モ

ー
ト
参
加
に
よ
り
、
第
四

十
六
回
総
会
が
行
わ
れ
、

「
令
和
二
年
度
事
業
報

告
書
決
算
関
係
書
類
並

び
に
剰
余
金
処
分
案
承

認
に
関
す
る
件
」
が
、
審

議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
総
会
の
時
点
で

は
、
令
和
三
年
度
の
事
業

計
画
案
及
び
収
支
予
算

案
は
確
定
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
審
議
さ
れ
ず
、

後
日
の
令
和
三
年
六
月

二
十
九
日
に
、
令
和
三
年

度
臨
時
総
会
を
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
対
策
を
行

い
な
が
ら
Ａ
Ｐ
大
阪
駅

前
に
て
開
催
し
審
議
し

ま
し
た
。 

 

議
長
に
開
原
氏
を
選

任
し
、
第
一
号
議
案
の
中

の
「
令
和
三
年
度
の
事
業

計
画
案
」
を
森
理
事
長
が
、

「
収
支
予
算
案
と
委
員

会
組
織
案
」
を
有
元
副
理

事
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明

し
、
船
田
専
務
理
事
が
説

明
し
た
第
二
号
議
案
の

「
賦
課
金
の
金
額
並
び

に
徴
収
方
法
に
関
す
る

件
」
、
第
三
号
議
案
の
「
借

入
金
の
最
高
限
度
額
並

び
に
一
組
合
員
に
対
す

る
貸
付
金
の
最
高
限
度

額
に
関
す
る
件
」
を
含
め

た
全
て
の
議
案
が
賛
成

多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

今
年
度
の
令
和
三
年
度

は
新
た
な
組
合
活
動
を

始
動
さ
せ
る
第
一
歩
目

の
年
で
、
組
合
員
の
理
解

と
今
後
の
協
力
を
乞
う

内
容
と
な
っ
て
お
り
、
特

に
副
資
材
の
共
同
購
買

事
業
の
取
り
止
め
は
連

綿
と
続
い
て
来
た
伝
統

を
正
に
刷
新
し
た
形
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
委

員
会
活
動
に
お
い
て
も
、

真
に
組
合
員
が
全
員
参

加
し
て
成
果
を
挙
げ
、
メ

リ
ッ
ト
を
享
受
出
来
る

様
に
再
編
成
し
て
取
り

組
む
内
容
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
委
員
会
活
動
の

特
徴
と
し
て
は
、
大
き
く

三
点
あ
り
ま
す
。
先
ず
は
、

原
価
管
理
の
手
法
や
原

単
位
を
分
析
し
た
上
で

の
予
算
算
出
、
そ
れ
に
伴

っ
た
受
注
価
格
の
管
理

に
よ
っ
て
経
営
基
盤
の

強
化
を
全
員
で
叶
え
る

事
。
そ
し
て
、
ダ
ク
ト
業

界
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
活
用

術
を
研
究
し
、
効
率
を
上

げ
る
事
。
こ
れ
は
、
作
業

員
情
報
等
も
含
め
た
と

こ
ろ
の
全
員
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

ツ
ー
ル
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理
や
進
行
状
況
確
認
、

活
動
内
容
の
共
有
等
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
時
代

の
流
れ
に
乗
っ
た
、
一
歩

先
を
歩
く
組
合
を
目
指

そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
当
組
合
内
に

設
置
さ
れ
た
全
国
ダ
ク

ト
工
業
団
体
連
合
会
の

大
阪
支
部
で
活
動
す
る
、

特
定
外
国
人
制
度
の
窓

口
を
行
う
Ｊ
Ａ
Ｃ
委
員

会
を
補
助
す
る
委
員
会

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
委
員
会
に
よ
っ
て

は
分
会
が
設
け
ら
れ
、
よ

り
細
か
く
具
体
的
な
活

動
が
行
え
る
様
に
な
り

ま
し
た
。 

当
組
合
で
は
、
全
員
参
加

型
の
委
員
会
活
動
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
各
社
が

そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
を

担
う
事
で
全
員
参
加
型

が
機
能
し
ま
す
。
自
社
の

利
益
と
な
っ
て
必
ず

還
っ
て
来
る
と
考
え

て
、
各
社
、
所
属
の
委

員
会
に
は
積
極
的
に

参
加
し
て
頂
き
、
全
員

で
力
を
合
わ
せ
て
成
果

を
挙
げ
て
行
き
ま
し
ょ

う
。 

 

近
畿
ダ
ク
ト
工
事
業
協
同
組
合 

第
四
十
六
回
総
会
及
び
令
和
三
年
度
臨
時
総
会 

開
催 
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来
年
の
全
ダ
連
総

会
は
、

静
岡
県

で
開
催
。 

日
程
・
令
和
四
年

（2022

） 

七
月
十
四
日
（
木
） 

場
所
・
ホ
テ
ル
ア
ソ

シ
ア
静
岡 

（
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
前
） 

 

七
月
十
五
日
（
金
）

ゴ
ル
フ
・
葛
城
Ｇ
Ｃ 

（
静
岡
県
袋
井
市
、

ヤ
マ
ハ
レ
デ
ィ
ー

ス
オ
ー
プ
ン
葛
城

２
０
２
１
【
稲
見
萌

寧
選
手 

優
勝
】 

開
催
コ
ー
ス
） 

観
光
・ 

日
本
平
、
久
能
山
東

照
宮
、
三
保
の
松
原

な
ど
。 

来
年
以
降
の
開
催
は 

２
０
２
３
年
高
知

２
０
２
４
年
青
森

２
０
２
５
年
東
京

の
予
定
で
す
。 

 

九
州
総
会
が
沖
縄
県

の
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ

ル
那
覇
に
て
執
り
行

わ
れ
ま
し
た 

昨
年
度
の
名
古
屋
総

会
に
引
き
続
き
、
コ
ロ

ナ
禍
と
言
う
事
と
沖

縄
県
に
発
出
さ
れ
て

い
た
緊
急
事
態
宣
言

の
延
長
と
言
う
事
も

有
り
、
安
心
安
全
を
最

大
限
に
担
保
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
の

理
由
で
、
社
員
総
会
の

み
執
り
行
い
、
議
決
報

告
会
並
び
に
懇
親
会

は
中
止
と
な
り
ま
し

た
。 

今
年
は
久
し
ぶ
り
に

新
加
盟
団
体
で
あ
る

『
沖
縄
県
ダ
ク
ト
工

業
会
』
の
お
披
露
目
も

兼
ね
て
い
ま
し
た
の

で
楽
し
み
に
さ
れ
て

い
た
方
々
は
数
多
く
、

せ
め
て
懇
親
ゴ
ル
フ

だ
け
で
も
言
う
事
で

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
三

十
三
名
の
参
加
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

ス
コ
ア
は
と
も
か
く

暑
い
沖
縄
の
日
差
し

の
中
で
久
し
ぶ
り
の

再
会
と
言
う
事
も
有

り
、
大
変
盛
り
上
が
っ

た
コ
ン
ペ
を
開
催
し

て
頂
き
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な

中
、
直
前
ま
で
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
準
備
も
相

当
な
ご
苦
労
が
有
っ

た
と
思
い
ま
す
が
九

州
ダ
ク
ト
工
業
会
の

皆
様
、
沖
縄
県
ダ
ク
ト

工
業
会
の
皆
様
、
本
当

に
有
難
う
御
座
い
ま

し
た
。 

 
 

次回全ダ連総会・静岡県 
２０２２年７月１４日（木）開催予定 

令
和
三
年
度 

活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン 

一
、
職
人
の
地
位
向
上
と
処
遇
の
改
善 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

働
き
方
改
革
で
社
会
に
貢
献 

全
ダ
連 

一
、
時
代
と
共
に
変
わ
り
ゆ
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

努
力
と
工
夫
を
積
み
重
ね 

未
来
へ
繋
ぐ 

全
ダ
連 

 

第
四
十
六
回 

全
ダ
連
総
会
開
催 

令和３年（2021/7） 全ダ連 第４６回九州総会＠沖縄県那覇市 

三保の松原から望む富士山 



(4)    ２０２１年（令和３年）８月２０日   風  と  共  に               第１０３号 

六
月
十
九
日
（
土
）
二

十
日
（
日
）
に
技
能
検

定
実
技
試
験
が
大
阪

府
立
北
大
阪
高
等
職

業
技
術
専
門
校
で
受

検
生
一
級
三
七
名
二

級
十
五
名
、
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
も
あ
り
二

日
間
に
分
け
て
行
い

ま
し
た
。
検
温
、
手
指

消
毒
は
検
定
委
員
補

佐
員
受
検
生
共
に
行

い
マ
ス
ク
装
着
も
確

認
し
ま
し
た
。
コ
ン
パ

ネ
を
敷
き
鉄
板
フ
ラ

ン
ジ
リ
ベ
ッ
ト
ゼ
ッ

ケ
ン
の
あ
る
場
所
に
、

受
検
生
は
決
め
ら
れ

た
使
用
工
具
を
置
い

て
い
き
ま
し
た
。 

首
席
検
定
委
員
か
ら

試
験
の
注
意
事
項
の

説
明
、
そ
の
間
に
補
佐

員
は
不
正
工
具
の
有

無
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

す
。
試
験
時
間
は
三
時

間
三
十
分
、
延
長
が
三

十
分
あ
り
ま
す
。
普
段

ダ
ク
ト
は
、
プ
ラ
ズ

マ
・
レ
ー
ザ
ー
切
断
機

で
コ
イ
ル
を
切
断
、
は

ぜ
折
機
等
各
種
加
工

機
械
を
使
い
製
作
し

ま
す
。
し
か
し
実
技
検

定
は
手
工
具
を
使
い

三×

六
の
鉄
板
に
定

規
コ
ン
パ
ス
で
墨
出

し
、
直
刃
な
ど
で
切
断
、

レ
ー
ル
な
ど
で
折
付
、

こ
の
工
程
で
製
品
を

完
成
し
て
い
き
ま
す
。

完
成
し
た
製
品
は
細

部
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
さ

れ
合
否
の
判
定
を
し

ま
す
。
技
能
技
術
が
試

さ
れ
、
技
能
士
の
称
号

を
得
る
た

め
に
受
検

生
は
切
磋

琢
磨
し
ま

す
。 

 
 

令
和
三
年
度 

技
能
検
定
実
技
試
験 

＠
北
大
阪
技
専
校 

 

技能検定実技   北大阪技専校 



(5)    ２０２１年（令和３年）８月２０日   風  と  共  に               第１０３号 

    
   

  
    

   
  

    
   

  
    

   
  

    
 

＜＜大阪府＞＞ 

㈱星光空調  

豊中市服部寿町 

TEL 06-6863-0511 

サンエス工業㈱  

枚方市伊加賀緑町 

TEL 072-845-3190 

㈱ダクテック冨永  

尼崎市西高洲町 

TEL 06-4869-3991 
＜＜京都府＞＞ 

日新工業㈱大阪営業所  

大阪市淀川区西中島 

TEL 06-6886-6301 

㈱森空調設備  

摂津市東別府 

TEL 06-6340-6334 

長谷川設備工業㈱  

東大阪市荒本西 

TEL 06-6787-1686 

㈱仁川設備  

尼崎市田能 

TEL 06-6498-8511 

㈱奥村設備  

京都市南区久世 

TEL 075-931-5566 

㈱三好板金工作所 

大阪市東淀川区大桐 

TEL 06-6329-4745 

関西中央ダクト㈱  

摂津市鳥飼本町 

TEL 072-654-5212 

サンワ工業㈱  

東大阪市菱江 

TEL 072-965-7881 

エクスケアダクト㈱ 

尼崎市戸ノ内町 

TEL  06-6420-4045 

㈱原鈑金製作所 

京都市東山区福稲上 

TEL 075-531-2128 

㈲湯浅鈑金工作所  

大阪市東淀川区下新庄 

TEL 06-6328-2166 

㈲伸晃興業  

摂津市鳥飼本町 

TEL 072-650-3600 

㈱エアーテックシステム  

堺市美原区丹上 

TEL 072-369-5555 

㈱ＨＩテクノ  

尼崎市神崎町 

TEL 06-6498-7179 

洛陽工業㈱  

京都市伏見区小栗栖北谷町 

TEL 075-572-5342 

㈱今西工作所  

大阪市城東区今福東 

TEL 06-6933-0181 

㈱竹本設備  

摂津市鳥飼本町 

TEL 072-653-7234 

有元プラント工業㈱  

堺市北区百舌鳥赤畑 

TEL 072-253-2700 

㈱大石工業  

伊丹市鋳物師 

TEL 072-778-1333 

㈱桃陽鈑金  

京都市伏見区桃山町 

TEL 075-601-1355 

㈱大阪設備  

大阪市城東区成育 

TEL 06-4255-8787 

㈲マルニ工業  

摂津市鳥飼本町 

TEL 072-653-3526 

㈲エーエムイズミ  

堺市中区毛穴町 

TEL 072-274-8118 

大阪マイクロダクト㈱  

伊丹市口酒井 

TEL 072-784-3138 

ホーセック㈱  

京都市伏見区羽束師古川町 

TEL 075-931-6661 

三輝工業㈱  

大阪市西淀川区大野 

TEL 06-6475-5156 

㈱クラセツ工業  

守口市南寺方東通 

TEL 06-6115-6007 

㈲コウシン設備  

岸和田市岸の丘 

TEL 072-489-2121 

日本ダクト工業㈱  

川西市加茂 

TEL 072-755-6320 

山城設備工業㈱  

宇治市槇島町 

TEL 0774-23-3401 

㈱新星空調  

豊中市二葉町 

TEL 06-6335-0335 

㈲富士設備社  

守口市南寺方東通 

TEL 06-6997-4639 
＜＜兵庫県＞＞ 

エアシステム㈱  

姫路市阿保乙 

TEL 079-223-8505 

山内工業㈱  

久世郡久御山町 

TEL 075-874-2191 

㈱新成製作所  

豊中市庄内宝町 

TEL 06-6334-4782 

増田工業㈱  

門真市江端町 

TEL 072-883-2131 

㈱浅井工業  

神戸市長田区東尻池町 

TEL 078-681-2930 

㈲藤川鈑金工業所  

姫路市大津区真砂 

TEL 079-237-1514 

㈱前川ＤＵＣＴ 

八幡市上奈良 

TEL 075-983-8273 

㈱西村工作所  

豊中市庄内宝町 

TEL 06-6332-1243 

土井池設備工業㈱  

門真市四宮 

TEL 072-884-2821 

㈲長田ダクト工業  

神戸市須磨区車字竹坪山 

TEL 078-741-8692 

㈱三木ダクト工業  

三木市与呂木字北野 

TEL 0794-83-0824 
＜＜滋賀県＞＞ 

㈱牧鈑金工作所  

豊中市庄内宝町 

TEL 06-6333-5541 

真和工業㈱  

寝屋川市黒原新町 

TEL 072-827-7071 

㈲畑中鈑金工作所  

神戸市東灘区魚崎浜町 

TEL 078-441-4341 

 ㈱京滋ダクト製作所  

近江八幡市浅小井町 

TEL 0748-33-8826 

㈱リープＡＣシステム  

豊中市名神口 

TEL 06-6334-5832 

㈱ＴＡＩＳＨＩ設備  

寝屋川市点野 

TEL 072-838-8082 

㈱ヤブサダイナミックス  

尼崎市北城内 

TEL 06-6401-5671 

所在地郵便番号順 

令和３年８月現在 53 社 

 

理事・監事 各委員会 委員長・副委員長 

理事長 森 靖洋 株式会社ヤブサダイナミックス 技能・技術委員会委員長 堂口幸信  

副理事長 有元義浩 有元プラント工業株式会社    〃   副委員長 中畠正一  

専務理事 船田浩史 株式会社三好板金工作所 原価管理委員会委員長 船田浩史  

理事 増田岳史 増田工業株式会社    〃   副委員長 山内政明  

理事 堂口幸信 有限会社コウシン設備 DX 推進委員会委員長 毛利正幸  

理事 開原義成 日本ダクト工業株式会社    〃   副委員長 増田岳史  

理事 山内政明 山内工業株式会社 特定技能委員会委員長 開原義成  

理事 毛利正幸 ホーセック株式会社    〃   副委員長 堂口幸信  

監事 冨永寿昭 株式会社ダクテック冨永 総務委員会委員長 森 靖洋  

監事 中畠正一 土井池設備工業株式会社    〃   副委員長 有元義浩  

近畿ダクト工事業協同組合 組合員 

 

事務局 

TEL 06-4802-8606 

FAX 06-4802-8629 


